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赤城大沼湖水の秋季全循環に着目し，湖水を深度別に時系列で放射性セシウム濃度を詳細に AMP 法で

分析した．その結果，湖内における放射性セシウムの微小な変化を捉えることができた． 
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1. 緒言 

2011 年 3 月福島原発事故由来の放射性物質は群馬県の赤城大沼にまで飛来した．2011 年 8 月に生

息するワカサギから，640 Bq/kg-wet の放射性 Cs 濃度が検出された．しかし，同程度の放射性 Cs が飛

来した他の湖沼と比べ、赤城大沼のワカサギ（魚類）の放射性 Cs 濃度の減衰が遅いという特徴があった．

本研究では，湖水の秋季全循環に着目し，湖水を時系列かつ深度別に詳細な分析(mBq/kg オーダー)

を行うことで，湖内における放射性セシウムの微小な変化を捉え，これらの基礎データを蓄積し，「赤

城大沼における放射性セシウムの動態解明と将来予測」の一助とすることを目的とする． 

2. 実験 

2014 年度及び 2015 年度の秋季全循環期の 9 月から 12 月にバンドーン採水器で 20 [L]採水した．

2014 年度は 10 日間隔で水深 0 m，8 m，15 m の各 2 試料ずつ採水し，その内各深度ポイントの 1

試料は 0.45μmカートリッジフィルタによって濾過し、溶存態（dissolved Cs）とした。もう１試料

は未濾過処理とし、その水深別ポイントの全放射性セシウム濃度とした．この濃度から dissolved Cs

を引いた値を懸濁態（suspended Cs）とした．2015 年

度は，秋季全循環前・中・後の 3 回採水を行い，水深 16.5 

[m]を加えた 4 水深ポイントとした．湖水試料は AMP 共

沈法を行い，都市大原子力研究所の Ge 検出器（相対効

率：20%）を用いて測定し，Gamma Studio(SEIKO EG 

& G)により解析を行った． 

3. 結果と考察 

Fig.１に 2015 年秋季全循環前・中・後の深度別溶存態

Cs と懸濁態 Cs の濃度比を示す。湖底は表水層に比べ高

い Cs 濃度で，dissolved Cs が支配的であった．全循環期前で 

はその傾向が顕著で,全循環後に深度別の差が均一化していることが観察された. 
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Fig.1 The ratio of Suspended Cs and Dissolved Cs（2015） 
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